
単一ウイルスを特定細胞に感染させるには？
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・ウイルス増殖の定量解析の実現

インフルエンザウイルスの機能解明は重要な課題

従来手法の問題点：
不特定多数のウイルスが
細胞へ感染

定量的解析が困難

100 nm

単一ウイルスの特定細胞への感染
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単一ウイルスの特定細胞への感染が可能なマイクロ流体システムの構築

ウイルスは貴重なサンプル
例：1×106個/μl
1視野に0.1個以下

誘電泳動力によるウイル
ス濃縮

定量的なウイルス感染実験 光硬化性樹脂によるチャンバ分離

マイクロ流体チップの作製
誘電泳動力によるウイルス濃縮

単一ウイルスの細胞感染 TE‐2000 with A1R, Laser power: 50 mW，Photo‐resin：PEG‐MA,  UV：5 mW, 1 sec
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ウイルスの直径＝100 nm，誘電率＝2 [F/m]，比重1，導電率＝10‐2[S/m]
a=100×10‐9 [m], ρ=1.0 [g/cm3], R=8.31447[JK‐1mol‐1], η=1.004×10‐6[m2/s]
NA=6.02×10‐9 , εm=81 [F/m], εp=2 [F/m], σm=81 [F/m], σp=2 [F/m],
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ウイルス濃縮成功（1.0×106個/μl →1.0×109個/μl ）
ウイルスのガラスへの付着防止に成功

オンチップ細胞計測に関する研究
－その１：マイクロ流体チップ内での単一ウイルス操作－
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